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   事 業 内 容                          

 

                         

                         

                         

                         

                            

【展覧会 会場風景】 

   事 業 効 果                     【目標・ねらい】 

●軽井沢で制作する作家の紹介                      

●地域住民への文化的充足感の

提供                      

●観光客の誘致 

 

 

 

 

   今後の取り組み    

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 
軽井沢アート・コントラーダ２０１３ 

 

団体名 軽井沢アート・コントラーダ事務局 

総事業費 454,000 円（うち補助金： 227,000 円） 

 

自己評価（目標達成率） 

【B】 

離山公園内「雨宮邸」を会場に、10 日間の会期で、軽井沢

とその周辺で制作する 26 名の工芸作家の代表的な作品を

展示した。展示作品の分野は、陶芸・染織・漆芸・ガラス・

木工など多岐にわたり、軽井沢の風土と丁寧な手仕事から

生まれた作品との貴重な出会いを提供した。併せて作家に

よるギャラリートークやワークショップを行った。                           

                           

                           

                           

                           

                           

                         

                         

                            

多くの観客に「軽井沢には大勢の作家がいて、水準の高い

作品を生み出している」ということが周知された。 

また、地域住民や別荘客のみならず、観光客にも文化的な

充足感を感じてもらえることができた。                           

10 日間の入場者数は約 950 名にのぼり、ふだん工芸に馴染

みがないという観客からも「展示の仕方が斬新で面白い」

「古民家と作品の調和が素晴らしい」と好評を博した。                        

                           

                           

                           

                           

                         

                                                                                        

より広い会場の選定や、町民ボランティアを募る方法の工夫など、今回見えてきた課題を解決しなが

ら、秋の軽井沢では地元作家による展覧会「軽井沢アート・コントラーダ」が見られるという意識が

地域住民はじめ、県内外の観光客にも定着するよう、内容を充実させつつ継続していきたい。                                          

                                              

   


